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のイミダゾリン－ケトン骨格を効率的に構築し、spongotine A の短工程不斉全合成に成功した。 


























といえる。更に、本イミダゾリン合成法を海綿由来のビスインドールアルカロイド spongotine A の全合成に応用し、
その短工程不斉全合成に成功した。 
 続いて、光学活性な 1,2-ジフェニルエチレンジアミンとシクロヘキサジエンアルデヒドからワンポットでアミナー
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ル形成、分子内ブロモアミノ化による環化反応、NBS によるアミナールの酸化の３反応を進行させることで、シクロ
ヘキセン環上に立体選択的に連続する３つの不斉中心が導入された化合物を一挙に構築できることを見出した。本反
応の生成物をキラルシントンとして用いることで、５環性アルカロイド（－）-γ-lycorane の不斉合成に成功した。 
 更に、芳香族アルデヒド、エチレンジアミン、β-ケトエステルを触媒量のトシル酸存在下、ジクロロエタン中加熱
還流することで、７員環化合物を生じる新規３成分反応を見出すことに成功した。本反応は、β-ケトエステルが従来
反応性の低いγ位で反応するこれまでにないユニークな反応である。また、生成物は多様な含窒素複素環への変換が
可能なことも明らかにした。 
 以上の成果は、博士（薬学）の学位論文に値するものと認める。 
